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2018年9月7日(金)　名古屋キャンパス

　　　9月8日(土)　春日井キャンパス

　　　9月9日(日)　春日井キャンパス

　会員の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げ
ます。
　さて、このたび中部大学春日井キャンパス（研究大会）お
よび名古屋キャンパス（理事会等）にて、国際会計研究学会
第35回研究大会を開催させていただくこととなりました。
　統一論題報告では、座長の角ヶ谷典幸先生のご提案をも
とに、統一論題テーマを「経済のグローバル化と会計上の
コンフリクト」といたしました。企業活動のグローバル化
に伴い、いかなる会計上のコンフリクトが生じているの
か、いかなる要因（政治的、経済的、社会的、文化的要
因）がコンフリクトを生じさせているのか、またいかにコ
ンフリクトの軽減に努めているのか（務めるべきか）など
について、財務会計・管理会計・監査・会計教育等の知識
を幅広く共有し、今後の会計学研究の基盤を提供するため
に、ご検討をいただくようにいたしました。
　また、本研究大会では韓国セッションおよび基調講演を
設けました。韓国セッションでは韓国会計学会から派遣さ
れた報告者による2つの報告が予定されています。基調講演
では本学会顧問である鎌田信夫先生の講演が行われます。
　さらに、2つの研究グループ報告、15の自由論題報告も
行われ、充実したプログラムとなっております。今回の第
35回研究大会における研究成果の発表と討論が国際会計研
究の発展の一助となることを祈念しております。
　本学での開催は2002年の第19回大会以来であり、準備
委員会一同、会員の皆様のご参加を心よりお待ち申し上げ
ます。　

2018年7月吉日

国際会計研究学会第35回研究大会準備委員会

準備委員長　　澤村隆秀

準 備 委 員　　阿部　仁　威知謙豪　田中智徳

　　　　　　　譚　　鵬　仁川栄寿

顧　　　問　　鎌田信夫

大会参加費・懇親会費

　ご参加の方は、同封の郵便振替払込用紙で8月24日(金)
までにお振り込み下さい。参加費・懇親会費・お弁当代の
領収書につきましては郵便局で発行される「郵便振替払込
受領証」をもって代えさせていただきます。なお、当日
は、念のため、「郵便振替払込受領証」（またはその写
し）をご持参下さいますようお願いいたします。また、お
振込みいただきました金額につきましては、払い戻しをい
たしませんので、予めご了承下さい。お振り込みが遅れま
すと名札等の準備ができかねますので、期日厳守でお願い
いたします。

●参加費　　4,000円（非会員は5,000円）

●懇親会費　5,000円

　但し、当日支払いの場合、それぞれ1,000円アップとなります。

●お弁当代　9月8日(土) 1,000円

　　　 　　　　 9日(日) 1,000円

　　　　　　　　　　  （両日とも事前申込みのみ）

　(注)9月8日(土)および9日(日)は学生食堂・コンビニ休業日です。

　　  大学近隣で飲食店等はございません。
　　

　口座番号：00840－3－217378

　口座名称（漢字）：国際会計研究学会

　　　　　　　　   第35回研究大会準備委員

　口座名称（カナ）：コクサイカイケイケンキュウ

　　　　　　　　   ガッカイダイサンジュウゴ

　(注)口座名称は字数の都合で上記のようになっています。

(注)9月8日（土）および9日(日)のバス（神領駅北口～中部大学）は

大会スケジュールにあわせて増便いたします。名鉄バス（￥210）

のご利用となります。高蔵寺駅からは便数も少ないので，神領駅

北口からのご利用をお勧めします。また、お車ご利用の場合、正門

にて駐車場所を確認して下さい。



13：00～14：00　
14：00～14：15
14：15～15：15

15：15～15：30
15：30～17：15　

15：30～16：20

16：25～17：15

17：30～19：00

会員総会
休憩
基調講演
司会　小西範幸 氏（青山学院大学）
鎌田信夫 氏（中部大学名誉教授，南山大学名誉教授）
「キャッシュフロー会計と実現可能価値会計の結合」
休憩
研究グループ報告（報告40分，質疑10分）
司会　向伊知郎 氏（愛知学院大学）
中間報告　主査　中野貴之 氏（法政大学）
「IFRSの強制適用に関する国際比較研究」
司会  與三野禎倫 氏（神戸大学）
最終報告　主査　柴健次 氏（関西大学）
「グローバルビジネスの会計課題に関する研究」
懇親会（21号館1F，食堂・ラウンジ）

15：30～16：30
16：30～17：30

学会賞審査委員会（4F，410A）
理事会（4F，410B）

9：00～17：30

10：00～11：55
　　
　　
10：00～10：35
　
　
10：40～11：15

11：20～11：55

10：00～10：35　

10：40～11：15

11：20～11：55

11：55～12：55
12：55～13：00

参加者受付（21号館1F，ラウンジ）
会員控室（21号館1F，2111講義室）
自由論題報告（報告25分，質疑10分）
第1会場（22号館2F，2220講義室）
司会　米山正樹 氏（東京大学）
　第1報告　真田正次 氏（就実大学）
　「国際会計における現在の研究動向
　―IFRS関連論文の包括的レビュー―」
　第2報告　金鐘勲 氏（一橋大学）
　　　　　  中野貴之 氏（法政大学）
　　　　　  成岡浩一 氏（専修大学）
　「IFRS任意適用企業の特性」
　第3報告　岩崎勇 氏（九州大学大学院）
　「新たなIASBの概念フレームワークに
　ついて」

第2会場（22号館2F，2221講義室）
司会　向山敦夫 氏（大阪市立大学）
　第1報告　為房牧 氏（岐阜経済大学）
　「米国の非営利組織の財務諸表の体系
　と表示の一体性について」
　第2報告　樋沢克彦 氏

（新日本有限責任監査法人）
　「国際公会計基準における資本維持の
　特徴と問題点」
　第3報告　石坂信一郎 氏（岐阜経済大学）
　「ニュージーランドにおける国際公会計
基準導入の経緯と意義―セクターニュー
トラルの考え方を手掛かりとして―」
昼食
開会挨拶（22号館1F，2215講義室）

2018年9月8日（土）　中部大学春日井キャンパス

10：40～11：15

11：20～11：55

10：00～10：35

10：40～11：15

11：20～11：55

10：00～10：35

10：40～11：15

　第2報告　宮本幸平 氏（神戸学院大学）
　「情報の非対称性の対する公正価値情報の
　有用性の考察」
　第3報告　齊野純子 氏（関西大学）
　「包括利益をめぐる議論の史的考察」

第3会場（22号館1F，2211講義室）
司会　古庄修 氏（日本大学）
　第1報告　玉川絵美 氏
　　（関西学院大学大学院研究員，英語報告）
　「Usefulness of the Comprehensive Business 
　Reporting Model Proposed by CFA Institute：
　Focusing on Statement of Changes in Net 
　Assets Available to Common Shareowners」
　第2報告　須藤修司 氏

（新日本有限責任監査法人）
　「統合報告書における非財務情報への信頼性の
　付与のあり方―統合報告書発行企業における
　対応―」
　第3報告　棚橋慶太 氏

（青山学院大学大学院生）
「管理会計システムの効果に対する組織文化の
影響―質問紙調査に基づく実証研究―」

第4会場　韓国セッション
　　　　　（22号館1F，2210講義室）
司会　久持英司 氏（青山学院大学）
第1報告　Seok Woo, Jeong (Professor, Korea 

University Business School)
　A co-searcher
　Nam Chul, Jung(PhD student, Korea University

　 Business School)
　Sang Ho, Lee(Combined Masters and PhD
　student, Korea University Business School)

　「Auditor's Reputation Decline and Market
　Response toward Its Auditee : Evidence  from 
　the D Corp」
　第2報告　Hyo Jin KIM (Professor, Jeonju 

University)

2018年9月9日（日）　中部大学春日井キャンパス

2018年9月7日（金）　中部大学名古屋キャンパス

国際会計研究学会
第35回研究大会プログラム

　日本公認会計士協会より国際会計研究学会第35回研究大会について、下
記の通りCPEの単位認定がなされます。当日、会場受付にて所定の手続き
をお済ませ下さい。

CPE単位認定のご案内

開 催 日

2018年9月8日（土）

2018年9月9日（日）

時　間

10：00～11：55

14：15～15：15

15：30～17：15

10：00～11：55

12：45～15：30

16：00～17：00

単位

2

2

1

2

2

2

2

2

3

1

研修コード

2103

2104

2101

2103

2103

2103

2301

2999

6403

6403

（1）自由論題報告

　  第1会場

　  第2会場

（2）基調講演

（3）研究グループ報告

　  第1報告，第2報告

（4）自由論題報告

　  第1会場

　  第2会場

　  第3会場

　  第4会場

（5）統一論題報告

　  第1報告～第4報告

（6）統一論題討論

内　容

※受付は研修のコマごとに行われる

11：55～12：45
12：45～15：30

12：45～12：55
13：00～13：35

13：35～14：10

14：10～14：20
14：20～14：55

14：55～15：30

15：30～16：00
16：00～17：00

　「A critical evaluation of the Jones 
　models and the industry approach for 
　the estimation of discretionary accruals」
昼食
統一論題報告（22号館1F，2215講義室）
「経済のグローバル化と会計上のコンフリクト」
座長　角ヶ谷典幸 氏（名古屋大学）
　座長解題
　第1報告　草野真樹 氏（京都大学）
　「会計基準のグローバル化とコンフリクト
　―リース会計基準の改訂を中心として―」
　第2報告　坂口順也 氏（名古屋大学）
　「企業活動のグローバル化とコンフリクト
　―わが国管理会計研究の検討課題―」
休憩
　第3報告　矢澤憲一 氏（青山学院大学）
　「グローバル化に起因する監査の質を
　めぐるコンフリクト」
　第4報告　菅原智 氏（関西学院大学）
　「経済のグローバル化と会計教育上の
　コンフリクト」
休憩
統一論題討論（22号館1F，2215講義室）

9：00～15：00

10：00～11：55　

10：00～10：35

10：40～11：15

11：20～11：55

10：00～10：35

参加者受付（21号館1F，ラウンジ）
会員控室（21号館1F，2111講義室）

自由論題報告（報告25分，質疑10分）・
韓国セッション
第1会場（22号館2F，2220講義室）
司会　井上達男 氏（関西学院大学）
　第1報告　閆粛（エンシュク）氏
　　　　　　　　（早稲田大学大学院研究生）
　「IFRSとコンバージェンスした会計情報の
　価値関連性が高まるか―A株とH株を同時に
　上場する中国企業からの証拠―」）
　第2報告　苗馨允（ビョウケイイン）氏
　　　　　　　　　（宇部工業高等専門学校）
　「IFRSの任意適用が無形資産情報の価値
　関連性に与える影響に関する分析」
　第3報告　野口倫央 氏（愛知学院大学）
　「IFRS適用と財務情報の価値関連性」

第2会場（22号館2F，2221講義室）
司会　浦崎直浩 氏（近畿大学）
　第1報告　吉良友人 氏（岡山商科大学）
　「公正価値情報の開示に関する考察」


